総合情報処理センタースタッフのお仕事 by 清水, 幹郎
総合情報処理センタースタッフのお仕事 
教育研究支援センター 清水幹郎 
 
 
１．はじめに 
福井高専には総合情報処理センター（以下，
センター）というコンピュータ教育施設があり，
本校教職員および学生に対して授業や演習，レ
ポート作成等のツールとして自由に利用でき
るパソコンを開放している．近年は基本的なコ
ンピュータ操作ができる学生を社会に輩出す
ることが学科を問わず求められており，授業時
間割をご覧いただいてもお分かりのとおり４
つの演習室がほぼフル回転で利用されている
状況である． 
このような利用状況のもとセンターには各
学科から選出された教員，事務からの担当係職
員，そして教育研究支援センターからの技術職
員がセンタースタッフとして組織されており，
管理・運営に関して一躍を担っている．私は今
年度からセンタースタッフに加わり，これまで
とは違った角度からセンターに関わるように
なった． 
本稿ではセンタースタッフのお仕事につい
て，実際に 1年間向かい合ってきたことについ
て記す． 
 
２．事の起こり 
私は本校着任以来，主として電子情報工学科
の演習や実験を支援してきた．その中でセンタ
ーを利用することは多々あったのだが，今年度
からセンターに関わる技術支援が可能かどう
かについての打診を１月に受けた．従来，セン
タースタッフとして教育研究支援センターか
らは技術職員１名が支援依頼を受けてセンタ
ーに常駐し，機器のトラブル対応やシステムの
保守・更新計画について携わっている．（とは
いえ，ここ１年半のことではあるが…）しかし，
センター支援体制の強化や技術の共有・伝承な
どといった両センターそれぞれの要望とも重
なり，今年度は２名体制の支援依頼が出される
ことになった． 
そのような経緯をたどり，私も２月のスタッ
フミーティングから出席するなどセンターに
関わるようになった．しかし実務に関してはほ
とんどなんの準備もできないまま習うより慣
れろの精神で（？），慌しく新年度を迎えるこ
とになった． 
 
３．年度始めのお仕事 
センタースタッフの仕事は「年度始めの作業
がすべてである」といっても過言ではない（大
袈裟？）．教育用計算機システムへの学生ユー
ザ ID の登録，学生メールアカウントの登録，
さらに新規インストールソフトウェアの選定，
それまでにパソコンにインストールされてい
るソフトウェアの見直しやアップデート作業
も同時に行う．このため新年度の準備作業はい
きなりの大仕事となる．センターを４月からの
授業にすぐに利用できるようにするためにも，
準備作業は３月中から始めなければ間に合わ
ない． 
昨年まで利用者の側だった私は，毎年年度始
めも早く使えるようになって欲しいと感じて
いた．だがスタッフの立場となり準備作業を行
うことで，実際に利用できるようになるまでに
はかなりギリギリのスケジュールであること
を痛感した． 
 
……ということで新年度早々，授業でセンタ
ーを利用される先生方，ご理解のほどよろしく
お願いいたします． 
４．日々のお仕事 
新年度が始まり運用が軌道にのればひと段
落…といきたいところだが，そんなにうまくは
いかない．それは１日を通して，センターに学
生が１人もやって来ない日はないからである．
ということはパソコンやプリンタが動かない
んですぅ…といった相談（苦情？）から，（普
段私は使用することのない CAD）ソフトの使
い方を聞いてくれたり，いろいろな仕事を思い
がけず増やしてくれるのだ．（もちろん笑顔で
対応する．） 
毎日の仕事としてはセンターの施設管理が
あげられる．センターや演習室の開錠，施錠，
プロジェクターなどの物品貸出，忘れ物の管理
などである．朝は我々より早くきて開錠を待つ
学生もいるし，「時間外利用申請書」を提出す
れば放課後もセンターを利用できる．時間外利
用の許可作業も仕事の１つであり，特に学期末
には演習やレポートの提出日が重なり放課後
もセンターは遅くまで大盛況である．最後に帰
る人は後始末チェック用紙の項目，確認をちゃ
んとしてくださいね． 
 
５．夏期休業期間のお仕事 
夏期休業期間中の仕事として大きなものは，
年度始めにも行ったソフトウェアの更新作業
である．Windows サーバやソフトウェアのア
ップデートがあれば更新を実施するが，更新の
反映作業は段階的に行う必要があり４つの演
習室の 150 台近いパソコンに対して，時間は
ほぼ１日かかってしまう．何の障害もなく１度
にすべてのパソコンが成功することは稀であ
り，更新途中でエラーが発生したパソコンは再
度個別に作業を行う．作業は春に１度行ったは
ずだが，手順がまったく頭に入っていないこと
を思い知らされた．なおこの更新作業は原則と
して例年冬期休業期間中にも予定していると
のことだが，今年度は春と夏の２度の更新に留
まった． 
また例年８月に開催される，高専情報処理
教育研究発表会にも参加した．栃木県小山市
で行われた発表会の詳細は，本広報中「平成
18 年度 高専情報処理教育研究発表会 参加報
告」で報告しているのでご覧いただきたい．毎
年，センタースタッフが持ちまわりで参加して
いる発表会であり，今回発表はしなかったもの
の他高専での教育用計算機システムの更新報
告や，ウィルスメール・スパムメール対策等に
関しての取り組みを拝聴することができた． 
 
６．おわりに 
昨年度までセンターを演習等で利用してい
たものの，こうしてスタッフ側にまわるとは思
ってもいなかった．本稿ではセンタースタッフ
の仕事の中でも主に学生に向けた支援につい
てその一部を記してきたが，それ以外にも学内
LAN ネットワークシステムや事務ネットワー
クシステムなどの学校組織上の支援にも関わ
るようになった．その内容も回線接続のトラブ
ル対応から各種サーバのバックアップ，ネット
ワーク更新計画や仕様書作成に関わる大規模
なものまで多岐にわたった．いずれも昨年まで
は経験したことのない仕事ばかりで，関わりを
持つ学生，教職員，そして業者の方の人数も格
段に多くなった． 
こうして１年間，他のセンタースタッフの
方々のご尽力を仰ぎながらなんとか対応して
くることができた．しかしまだまだ理解できて
いないことも多く，今後も引き続き自身の能力
向上のため気を引き締めて臨んでいく思いで
ある．また本稿を読んでいただき，みなさまに
センターを利用する際に少しでもセンタース
タッフの仕事についてご理解をいただければ
大変うれしく思う． 
 
…さて，またひとつお仕事「広報誌の原稿提
出」も終わったぁーっと． 
